
【2025年最新】LiPro評価基準（中学生向け
の塾） 

  
LiProでは中学生向けの塾のランキング作成において、評価基準を作成いたしました。 

 

 

当サイトは広告収入を元に運営されています。ユーザーの皆様に公正、かつ、正確な情報をお届けするため
に、広告にあたる商品・サービスには「PR」や「スポンサードリンク」などの記載をすることを遵守しています。 
「選び方」で紹介している情報は、必ずしも個々の商品の安全性・有効性を示しているわけではありません。
商品を選ぶときの参考情報としてご利用ください。 

調査概要 
 

調査方法 調査した中学生向けの塾を確認 

調査実施期間 2025年2月22日～2月23日 

 

1. 評価基準の設定の流れ 
評価基準の設定の流れは以下の通りです。 
 

1.​ 各中学生向けの塾の公式サイトを確認 
2.​ 評価基準の項目について調査 
3.​ 評価基準をもとに評価をする 

1-1. 各中学生向けの塾の公式サイトを確認 
調査する中学生向けの塾の公式サイトにて、サービスの内容等を確認しました。 



1-2. 評価基準の項目について調査 
評価基準（「授業料」「授業の内容」「通いやすさ」「サポート内容（子供向け）」「サポート内容（保

護者向け）」）の5項目に関して、中学生向けの塾の公式サイトの情報を調査しました。 

1-3. 評価基準をもとに評価をする 
調査した情報を確認して、評価基準をもとに評価をしました。 

2. 評価基準 
「授業料」「授業の内容」「通いやすさ」「サポート内容（子供向け）」「サポート内容（保護者向け）」

の5項目において、1〜5までの評価基準を設定いたしました。 
 

項目 評価1 評価2 評価3 評価4 評価5 

授業料 
（月4回授業で

計算） 

20,000円以上 
または不明な場

合 

20,000円 
またはシミュレー

ションや目安など

で大まかな金額

がわかる 

15,000円 10,000円 5,000円以内 

授業の内容 

中学生の学習に

必要な内容が大

幅に不足してい

て、対策には準

備が必要であ

る。 

必要な範囲が部

分的にカバーされ

ておらず、中学生

の学習には不足

している。 

定期テスト対策

はしているが、

高校受験や検定

試験への対策が

不足している。 

定期テスト対策

および高校受験

への対策も網羅

している。 

定期テストおよ

び高校受験や検

定試験の対策ま

で網羅され、難

関校への対策も

打てている。 

通いやすさ 
関東など特定の

地方のみ校舎が

ある 

500箇所未満の

校舎数で、展開し

ている都道府県

が半分未満 

500箇所未満の

校舎があり、展

開している都道

府県が半分以上

かつ全国展開で

はない 

全国に500箇所
以上1000箇所
未満の校舎があ

る 

全国に1000箇

所以上校舎があ

る 
またはオンライ

ン授業対応（校

舎通い併用しな

くてもよい） 



サポート内容

（子供向け） 

授業は一方的

で、子供がつい

ていけているか

どうかの確認が

行われない。 

授業中に子供が

理解できるよう指

導するが、授業外

でのサポートや

フォローがほとん

どない 

子供が勉強に取

り組む環境は

整っているが、

やる気が落ちた

ときのフォローが

少ない 

サポートは時間

制限がある（メン

タルケアやモチ

ベーション維持

のための工夫も

あるが、全体的

なバランスでは

最上級のレベル

ほどではない） 

24時間いつでも

サポートあり・授

業外のサポート

あり（例：宿題の

確認やモチベー

ション向上のた

めのアクティビ

ティがある） 

サポート内容

（保護者向け） 

授業内容も一方

的で、親との連

絡もほぼない。 

親とのコミュニ

ケーションも少な

く、サポートが不

十分。 

親への連絡やサ

ポートは授業後

に簡単な報告が

ある程度。 

親との連絡や進

捗確認も十分に

行われる。 

学習の進捗状況

は定期的に確認

され、親に対して

も進捗報告が行

われる。 

2-1. 料金 
授業回数が中学生向けの塾ごとに異なるため、月4回の授業で掲載しました。 

2-2. 授業の内容 
中学生向けの塾ごとに授業の内容は異なるため、高校受験が控えている中学生に必要な授業
を提供しているか、プラスαの学習があるかを評価基準としました。 

2-3. 通いやすさ 
中学生になると1人で塾に通うようになるので、中学生向けの塾には通いやすさが必要です。塾
ごとの通いやすさを判断するために、校舎数と全国への展開具合を評価の基準としました。 

2-4. サポート内容（子供向け） 
授業だけでなく、授業外の関わりも中学生向けの塾には必要です。子供のモチベーション維持・
向上のために塾のサポート内容の充実さを評価の基準としました。 

2-5. サポート内容（保護者向け） 
子供の授業の様子や成績などを保護者の方が知ることで安心と中学生向けの塾への信頼が生
まれます。そのため、保護者へのサポート内容の充実さを評価の基準としました。 



3. 調査した中学生向けの塾  
今回調査したのは下記の中学生向けの塾です。 
 

中学生向けの塾 公式サイト 

個別教室のトライ 公式サイト 

個別指導の明光義塾 公式サイト 

トウコベ 公式サイト 

東進オンライン学校 中学部 公式サイト 

坪田塾 公式サイト 

個別指導WAM 公式サイト 

ナビ個別指導学院 公式サイト 

創英ゼミナール 公式サイト 

個別指導スクールIE 公式サイト 

ITTO個別指導学院 公式サイト 

東京個別指導学院 公式サイト 

進学個別指導のTOMAS 公式サイト 

早稲田アカデミー 公式サイト 

湘南ゼミナール 公式サイト 

臨海セミナー 公式サイト 

 

https://www.kobekyo.com/
https://www.meikogijuku.jp/
https://www.todaikobetsu.net/
https://www.toshin-online.com/chugaku/chu_index.php
https://tsubotajuku.com/
https://www.k-wam.jp/
https://www.navi-school.com/
https://www.souei.net/
https://www.schoolie-net.jp/
https://www.itto.jp/
https://www.kobetsu.co.jp/
https://www.tomas.co.jp/
https://www.waseda-ac.co.jp/
https://www.shozemi.com/
https://www.rinkaiseminar.co.jp/
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